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ŕヽ

ω つ呻夫

T) n1p'う孝笛セ勇2フトクト下

日々 の生Jt τ・・1乳 tつけるこヒ
署の調ろt`そ と多 ぅヽ

ものシ|だ 簿t乳ろし_自 小が
｀
萄,て 、ヽろヵ`ご`うや`

の 日 て い ゎ ρ
｀
り量巧L

その日り{こ ちクのグスが
｀
つ、ヽて、ヽTニ リ

そのた5ざ そ」tブ
｀
てヽ ■ヽプリ 御(イ

:案

しるようにフt(て

｀`T・ ソ、預 をしず,「多(ノ 、、
当てtで 3る 人(■ /′祭

~チ
で
｀
沼‖るのケアtl

O俎 ゃヽく、そして通 ラ2(こ する

スJし ,こ たの高ごρヽそロヒ者ききt riび

;ヱ濠がイらす
`1ろ

しハルt』 乳藤と分JウィIレスの
ぅ

`発
スしぐ.イ本のィ、L膜 のコ2乙濠 (3Jり ウヽスtじ スの

イ′λ tt■ ′キすことにな千慮 すo がヒ、t,て 高′丘多J丘

t意 ヵご
｀
やグ上の変住力、(二。

)a滑れ」40～ 6o%(3株 フのが
｀
業通 で

｀
す。

0や ,(」
°

|ノ 手九、

身今ギ駐'詐予夫の場こ■ガ7(よ ワ争生ウ
"字

のヒtわ才へJすつヾ
マ画の衛 生孝拝訳aた、十イレタ衛生疾嘘きを多抗 )`

なし・t闊イ系が'あ うようて
‐
す。κ■アんでの十九、ヽ

場合 (二 J,て (■ %ん 、ヽt右 テカで
｀
す。

οラ′≧ネt〔多め′ょ、ヽヽれ更ρヽしした、、

疲いが多多うこ痛ス(・ なノやす、ヽてじザでなく
イ午糸効孝もあうますじ良、存茅とする●め(.t

し,が り
`;'も

教バうラスの旅ヽ しのと妥リイ本ん`ことい
大茅で

｀
す。       ゎ、ベピぅし/、 為ぅす、、な

ャ量感の_露事癖懲7あう減方‐齢:会 議檬
ヽ

は■疫力や自乙髪νむ力t
tするもので

｀
す。′鍼癸に事lttt

とぃう方こそ・推会が
tガ
すすめ。|

ぃてッボ (こ 物だがiす ます。

尚 め寿 伝ヽゝ

t&s5tt€'.lf r.,1

同じ
｀
璃P護器をn

ト
dロ

白業と
_レ
ノト

―フ
°

日系 2オ気

ホ9テ ラミオ主1くジ窪表払 1払

率をがうス′ゲ    ′lくぴ1

～

ρ Aそ んヽぅイ通陽ヽ4本分下

くばケがら轟 `1陽4本亦下

足三望

′
~~

触1_艤●

●

●

↓
万緩 海

え

乳
闊

令 材
冒腸り

‐ ～ 聖 璧 ■
“ "“

―
●ヽ

′軍、米、大え、 尭務吃生,

なつめ1スZた
`.ん

んし クフ . ノヽ

ク
キ々 バ

｀
ッ.色 業__ジ各菊 よもぎ

,

プロソコ〔ブー、カソフラフー・が(ズ・
大、ォ象(生)ァス′ヾラガ`ス、ねご

｀
,スヵ

山イ じ
｀
ゃがしtも 、望ギ.さつまいも、

ねんこん、や`ばちとバ
｀
ジん、9イム・

7■ ンネ几ヘローガマ:ノ ー̀
ク ミン、

魚」Ll′魚n,i鶴[#ポ lレ毛レ 嗚肉

残彦貯・各9テ 、懇じ`

米`も胃腸の3日 )t整ん意すが`.υtttま

ラLを 生みます。     バを1

オたウイルスイ17日 のあるもの
場み薪 オレゲノ(=批僣脅〔さ禁烏)

∠ぎげ筆」じ亀・スィヵズラ)iダ霞際声
妹 など

ヽ

′―
鷲
狩
Ｔ
人
冷
）
Ｌ 降撃Ъ    チ盗じヽ1

舞釜嘉っ:鶴業魏轟夕んb

1


